
 

令和５年度 １学期始業式 

 

 新しい先生方をお迎えし、みなさんが一年進級

して宮富小学校の令和５年度が始まりました。

今、どんな気持ちですか。ドキドキしています

か。ワクワクしていますか。 

実は、私は、初めて小学校の先生になったの

で、これから一緒に過ごすみなさんや先生方は、

どんな人達なのかを考えると、とてもドキドキし

ていました。４月２日の夜は、なかなか眠れなか

ったくらいです。そして、４月３日月曜日の朝が

きました。カーテンを開けるとオレンジ色の朝日

が水を張った田んぼに映り、とても美しい風景を

見ることができました。まるで、宮富小学校が私

を勇気づけてくれているようでした。 

「よしっ。頑張ろう。」「おはようございます」 

こうして、私の令和５年度は始まりました。 

  

昨日は、５．６年生のみなさんが、心を込めて

入学式の準備や掃除をしている姿を見て、とても

うれしくなりました。ありがとうございました。 

さて、今日は、入学式で、１年生に小学校生活

で大切にしてほしいことを３つお話しします。そ

の３つについて、まずは、みなさんに伝えたいと

思います。 

  

 



それは、「あいさつ」「安全」「考える」という

ことです。 

 「あいさつ」はどうして大切なのでしょうか。

あいさつは、人と人とが仲良くなれる魔法の言葉

です。あいさつ交わすことで、見えない糸が心と

心をつないでくれる気がします。みなさんはどう

思いますか。 

 「安全」これは特に、登下校で大事にしてほし

いと思っています。道の歩き方、止まっている車

の近くの歩き方、道の渡り方などです。まさか、

というときに事故は起こります。命を守るため

に、本当に気を付けてほしいです。 

 「考える」なぜ、考えることは大切なのでしょ

うか。自分で考えて、自分で行動できる力は、こ

れから生きて行くためにとても大切なことです。

先程話した、安全についても、考えて行動するこ

とで命を守ることができるのです。授業中、給食

時間、掃除の時間、また、自分の気持ち、友達の

気持ち、家族の気持ちなど、様々なことを考える

ことができるようになって、宮富小学校の学校目

標である「心豊かで確かな学力とたくましく生き

る力をもつ宮富の子ども」になってほしいと願っ

ています。そして、ぜひ１年生のお手本になって

ください。 

  

最後に、校内の掲示物でとても、すてきな言葉を

見つけたので読みたいと思います。 



 み みんなにあいさつ、元気に挨拶できます 

 や やる気を持って学習に取り組みます 

 と 得意なものを一つはもっています 

 み 宮富の子は友達を大事にします 

 

みんなの力で、素敵な宮富小学校を作っていきま

しょう。 

 以上で 終わります。 

     

 

        

 


